
北丘小学校西側避難通路整備工事及び管理
委託

目　標 － － － －
工事・管理
委託の実施

実　績 － － － －
工事・管理
委託の実施

目　標 － － － 工事の実施 －

実　績 － － － 工事の実施 －

市町村名 南風原町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 北丘小学校西側避難通路整備事業
沖縄２１世紀ビジョン 第３章－２－（４）－イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災体制の
強化

平成
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－１０－（２）

26 30 該当箇所
担当部課名 教育部 教育総務課

事業実施
年度

平成
～

事業内容 災害時の住民の安全を確保するため、避難通路及び法面の整備を行う。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

～H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合計

Ｂ．執行済額 26,244 － 170,413 300,459 497,116

Ａ．予算現額 26,544 － 170,417 300,459 497,420

執行率（％）(B/A) 98.9% － 100.0% 100.0% 99.9%

うち
交付金充当額

20,994 － 136,330 240,367 397,691

執行状況の説明
学校の授業に配慮しながら事業を進めたことから令和元年度へ繰越しての事業完了となったが、計画通りに事
業執行することができた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

北丘小学校西側避難通路整備工事の実施

－

実　績
設計前の調
査・測量

－ － － －

設計前の調査・測量

目　標
設計前の調
査・測量

－ － －

－

実　績 －
基本設計及
び実施設計

－ － －

北丘小学校西側避難通路の基本設計の実施
（工事場所：北丘小学校西側階段　整備面積：
5014㎡）

目　標 － 基本設計 － －

避難通路整備設置基本設計書の完了

目　標 －
基本設計書
の完了

－ － －

実　績 －
基本設計及び
実施設計の完

了
－ －

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

目　標 －

実　績
調査・測量：
5,014㎡

－

目　標
調査・測量：
5,014㎡

－ －

－

－

－

整備工事の完了

－ － 工事の完了 工事の完了

実　績 － － － 工事の完了 工事の完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

－

調査・測量：5,014㎡



3年度
後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

整備した避難通路を活用した避難訓練（1回以上/年）を
実施することにより、本事業のあり方について検証する。

目　標 1回以上 － －

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

1回以上

実　績 0回 － － － －

■

－

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・今後は、学校や地域住民と協力して通路の維持管理に努めることや、防災訓練を定期的に行う事で避難が迅速かつ適切に行われるように努める。

【R2年度】
・小学校の児童は通学で避難通路を活用しており周知が図られているが、地
域住民への周知が課題となっている。

【R2年度】
・地域住民に対して避難通路を活用した避難について周知が必要。

状
況
説
明

【R2年度】
・令和2年度に避難訓練を実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響等により避難訓練が行えなかったため、令和3年度に
避難訓練を実施し検証を行う。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績



－ － － －

－ － － －

市町村名 南風原町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 津嘉山小学校南側避難通路整備事業
沖縄２１世紀ビジョン 第３章－２－（４）－イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災体制
の強化

平成
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－１０－（２）

26 30 該当箇所
担当部課名 教育部 教育総務課

事業実施
年度

平成
～

事業内容
　津嘉山小学校は災害時に避難所として指定されており、小学校の南側集落からの避難通路としては未整備となっているため、
災害時にも安全に活用できるよう整備を行う。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

～H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合計

Ｂ．執行済額 6,086 16,538 － 41,636 64,260

Ａ．予算現額 6,086 25,202 － 42,791 74,079

執行率（％）(B/A) 100.0% 65.6% － 97.3% 86.7%

うち
交付金充当額

4,868 13,230 － 33,308 51,406

執行状況の説明
平成30年度より避難通路の整備工事を行い令和元年度の事業完了となったが、計画通りに事業執行するこ
とができた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

津嘉山小学校南側避難通路整備の用地買収
（371.5㎡）（工事場所：津嘉山小学校南側通
路　整備：149.1m）

目　標 － － 実施 － －

実　績 － － 実施 － －

－

実　績
設計前の調
査・測量

－ － － －

設計前の調査・測量

目　標
設計前の調
査・測量

－ － －

－

実　績 －
基本設計の
完了

－ － －

津嘉山小学校南側避難通路の基本設計の実
施

目　標 －
基本設計の
完了

－ －

工事・管理
委託の実施

実　績
工事・管理
委託の実施

津嘉山小学校南側避難通路整備工事
及び管理委託

目　標



補償調査3個所の完了

目　標 － － 3個所 － －

実　績 － － 3個所 － －

用地購入3個所の完了

目　標 － － 3個所 － －

実　績 － － 3個所 － －

－ － －

－ 3個所 －

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

調査・測量：149.1m

鑑定評価3個所の完了

目　標 － － 3個所 － －

実　績 －

実　績
調査・測量：
149.1m

－ － － －

目　標
調査・測量：
149.1m

－ － － －

避難通路整備設置基本設計書の完了

目　標 －
基本設計の
完了

－ －

工事の完了

実　績 工事の完了

整備工事の完了

目　標

－

－

実　績 －
基本設計の
完了

－ － －

－ － － －

－

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

1回以上

実　績 0回 － － － －

3年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

整備した避難通路を活用した避難訓練（1回以上/年）を
実施することにより、本事業のあり方について検証する。

目　標 1回以上 － － －

状
況
説
明

【R2年度】
・令和2年度に避難訓練を実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響等により避難訓練が行えなかったため、令和3年度
に避難訓練を実施し検証を行う。

実　績

目　標



【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・今後は、学校や地域住民と協力して通路の維持管理に努めることや、防災訓練を定期的に行う事で避難が迅速かつ適切に行われるように努める。

【R2年度】
・小学校の児童は通学で避難通路を活用しており周知が図られているが、
地域住民への周知が課題となっている。

【R2年度】
・地域住民に対して避難通路を活用した避難について周知が必要。



市町村名 南風原町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 幼稚園空調機設置事業
沖縄２１世紀ビジョン 第３章－２－（２）－イ

基本計画該当箇所 地域における子育て支援の
充実

令和
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－３－(１)

30 元 該当箇所
担当部課名 教育部 教育総務課

事業実施
年度

平成
～

事業内容 沖縄は長期間にわたり気温が高くなるため、園児の健康維持や熱中症対策を目的に、幼稚園に冷房機を設置する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 14,507 10,197 24,704

Ａ．予算現額 17,527 10,197 27,724

執行率（％）(B/A) 82.8% 100.0% 89.1%

うち
交付金充当額

11,605 8,157 19,762

執行状況の説明
H30年度の不用額は工事が小規模のため監理委託を執行しなかったことによるもので、計画通り4幼稚園に
冷房機を設置することができた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

幼稚園冷房機設置
工事　４園　８教室の整備

目　標
４園　８教室
の整備

－ － － －

実　績
４園　８教室
の整備

－ － － －

－

実　績 実施設計 － － － －

幼稚園冷房機設置実施設計

目　標 実施設計 － － －

－ － －

－ － － －

実　績
４園　４教室
の整備

－

幼稚園冷房機設置
・工事　4園　4教室の整備

目　標
４園　４教室
の整備

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

冷房機を設置した幼稚園で暑さによる体調不
良となる園児数０人

目　標

実　績

実　績 － 0人 － － －

目　標 － 0人 － － －

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

0人

実　績 0人 － － － 0人

R2年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

冷房機を設置した幼稚園で暑さによる体調不良となる園
児数０人

目　標 0人 － － －

状
況
説
明

【R2年度】
・平成30年度、令和元年度に整備した冷房機により体調不良となる園児数は0人で目標を達成することができた。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・今後も空調機運用指針に基づいた適切な運用を行い園児の健康維持に努める。

【R2年度】
・冷房機を設置した事により環境改善が図られ園児の健康維持や熱中症対
策に努めることができている。

【R2年度】
・冷房されている室内との急劇な温度差で、体温調整が未熟な園児の体
に負担とならないように環境調整に努める。扇風機との併用やカーテン等
を利用して冷房効率を高め、省エネに努めることで効率的な利用を行う。
新しく策定した運用基準の稼働時間や設定温度等で適切に運用する。



市町村名 南風原町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 南風原町景観計画策定事業
沖縄２１世紀ビジョン 第３章－１－（６）－（ア）

基本計画該当箇所 沖縄らしい風景づくり

平成
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ－１０－（１）

28 30 該当箇所
担当部課名 経済建設部 まちづくり振興課

事業実施
年度

平成
～

事業内容 観光地として魅力ある景観形成を図る為、景観計画及びガイドラインを作成する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 3,726 5,724 6,156 15,606

Ａ．予算現額 3,726 5,724 6,400 15,850

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 96.2% 98.5%

うち
交付金充当額

2,980 4,579 4,924 12,483

執行状況の説明
H28,H29年度については、事業計画どおり予算執行ができた。H30年度の不用額244千円は入札残によるも
のである。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度

－

実　績
現況調査の
実施

住民意向の
把握

－ － －

ワークショップの開催で住民意向の把握

目　標
現況調査の
実施

住民意向の
把握

－ －

－

実　績
アンケート調
査・分析

計画（案）作
成

計画書作成 － －

南風原町景観計画の検討・作成

目　標
アンケート調
査・分析

計画（案）作
成

計画書作成 －

－

実　績 － － 実施 － －

パブリックコメントの実施

目　標 － － 実施 －

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度

基礎調査の完了

実　績 調査完了 － － － －

目　標 調査完了 － － － －

－

実　績 －
計画書（案）
作成

計画書策定 － －

南風原町景観計画の策定完了

目　標 －
計画書（案）
作成

計画書策定 －

－

実　績 － － 12回 － －

住民説明会の開催

目　標 － － 12回 －



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

1回以上

実　績 － 0 － － 1回

R2年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

南風原町景観審議会にて大規模開発の適合チェック及
び、本計画の検証を行う。

目　標 － 1回以上 － －

状
況
説
明

【令和２年度】
・令和２年度より南風原町景観条例及び南風原町景観審議会設置条例が施行され、対象行為となる建築行為の届出に対し景観審議会
を開催し、各委員より意見を伺った上で申請者へ対し景観への配慮を求める事ができた。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R２年度】
・南風原町景観計画の概要、届出行為について、建築計画の事前協議の段階で案内を行う事で周知を図る。また、まちづくり振興課の窓口にパンフ
レットの設置、建築士会等と調整を行い窓口への設置等で広く周知・普及を図り、良好な景観形成を実現するため意識啓発を図る。

【R２年度】
・良好な景観形成を図る為、引き続き住民及び事業所への情報発信と景
観に対する意識の啓発を図る必要がある。

　
【R２年度】
○南風原町景観条例、南風原町景観審議会設置条例が施行された事によ
り、南風原町景観計画に基づく届け出行為の審査が発生した。
・南風原町景観計画に基づく届け出：４９件
・南風原町景観審議会開催：１件
南風原町の景観計画に掲げた将来像の実現に向けて取組む事が出来た。


